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提
案 あさ活・ゆう活実践例　毎朝の窓口準備はゆう活利用しませんか？

　市民課や税３課（市民税・資産税・収納）をはじめと
した窓口業務の多い職場では、毎朝、職員が就業時間 30
分以上前から出勤して釣銭準備や端末起動、窓口清掃を
はじめとした窓口準備を行っている。特に窓口清掃につ
いては、昨今の感染症対策の煽りを受けて費やす時間と
労力は増加傾向にあることから、骨を折る組合員が多い
事は想像に難くない。
　かねてからこの『窓口準備』は「業務に当たるのでは
ないか」との声が多く挙がっていた。窓口業務を行うた
めの準備作業であれば当然、使用者側の指揮命令下にあ
ることからも労働に当たると推認できるが、いずれも明
確な命令に基づくものではなく黙示の指示による労働と
してきた経過がある。
　長年にわたり議論を呼んでいた本件について、太田市

職労ではゆう活を利用することで毎朝のルーティンを業
務扱いとできることを発信したい。ゆう活といえば始業、
退庁時間を 30 分または１時間早めることで夕方からのオ
フを楽しむ勤務制度であり、昨年の取り組み開始以降、
組合員のワークライフバランスの充実に寄与している。
　事実、この取扱いについて当局（人事課）は、2021 賃
金確定闘争要求書提出の場にて、ゆう活の利用推進をす
る立場として「就業時間前に窓口準備をしている職員に
ついては、積極的なゆう活の利用を検討してほしい」と
実施に理解を示している。
　各職場で実態は異なるため一緒くたに当てはめて推奨
することは早計となるため控えるが、導入の可能性が見
込める職場の組合員はぜひとも検証いただき職場環境改
善の一助としていただきたい。
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